
北九州市立地適正化計画 居住誘導区域の変更 理由書 

 

 

１ 変更内容 

居住誘導区域 面積 

変更前 9,678ha  

変更箇所 ▲51.2ha  

 

居住誘導区域から除外する区域 

①～⑰ 災害発生のおそれのある区域 
▲55.8ha  

居住誘導区域に編入する区域 

⑱ 公共交通利用圏（長野津田地区） 
 4.6ha  

 変更後 9,626ha  

 

 

２ 変更理由 

居住誘導区域から除外する区域【①～⑰】 

立地適正化計画では、居住誘導区域設定の条件として、土砂災害警戒区域等の災害発

生のおそれのある区域を居住誘導区域に含まない区域とし、居住誘導区域を定めている。 

しかし、当初、居住誘導区域に指定された区域で、その後、土砂災害警戒区域などに

指定される事象が発生している。そこで、安全・安心なまちづくりを推進するため、 

これらの区域を居住誘導区域から除外する変更を行うものである。 

 

居住誘導区域に編入する区域【⑱】 

長野津田地区は、九州自動車道小倉東インターチェンジや北九州都市高速道路長野 

ランプ、国道１０号に近接し、都市計画道路５号線（主要地方道徳力葛原線）に接する

など、交通利便性が非常に高い地区である。本地区では、民間施行の土地区画整理事業

による物流拠点用地の開発が計画されており、隣接する既成市街地周辺部を含めて市街

化区域に編入し、都市計画道路沿道の既成市街地周辺部を第一種住居地域に指定する都

市計画の変更手続きを進めている。また、土地区画整理事業の区域外にある既成市街地

周辺部では、市街化区域編入後、直ちに土地利用が可能となる。そこで、街なか居住を

推進するため、市街化区域に編入する区域のうち、公共交通利用圏に含まれる区域を居

住誘導区域に指定するものである。ただし、地区計画で住宅の建築が制限されている区

域は除く。 
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居住誘導区域 変更箇所一覧

① 門司区新開及び鳴竹一丁目 ▲ 5.14
② 門司区白野江一丁目及び大字白野江 ▲ 0.02
③ 門司区⿊川⻄三丁目 ▲ 0.21
④ 小倉北区板櫃町 ▲ 0.68

⑤
小倉南区上吉田一丁目、六丁目、中吉田六丁目
及び大字吉田

▲ 3.51

⑥
小倉南区中吉田一丁目、三丁目、四丁目、六丁目
及び大字吉田

▲ 13.04

⑦ 小倉南区沼緑町三丁目、四丁目及び沼本町二丁目 ▲ 2.78

⑧
小倉南区葛原一丁目、三丁目、四丁目、五丁目、
葛原本町一丁目、二丁目及び葛原本町三丁目

▲ 9.29

⑨
小倉南区湯川四丁目、五丁目、湯川新町四丁目、
葛原一丁目及び上葛原一丁目

▲ 11.93

⑩ 小倉南区蒲生一丁目及び蒲生二丁目 ▲ 4.62
⑪ 小倉南区蒲生四丁目及び大字蒲生 ▲ 3.71
⑫ 小倉南区大字徳吉 ▲ 0.26
⑬ 八幡東区清田一丁目 ▲ 0.16
⑭ 八幡⻄区御開一丁目 ▲ 0.08
⑮ 八幡⻄区別所町及び小鷲田町 ▲ 0.26
⑯ 八幡⻄区⾹⽉⻄一丁目 ▲ 0.10
⑰ 八幡⻄区⾹⽉⻄三丁目及び⾹⽉⻄四丁目 ▲ 0.05

▲ 55.8

居住誘導区域に
編入する区域

⑱ 小倉南区津田一丁目、⻑野本町二丁目 4.6

▲ 51.2

面積（ha）

居住誘導区域から
除外する区域

小計

合 計

No 位置
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６-２ 居住誘導区域の設定 

（１）設定フロー 

居住誘導区域の設定の基本的考え方をフローにすると次のとおりとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 居住誘導区域の設定フロー 

居住誘導区域の設定 

ＳＴＥＰ１：居住誘導区域に「含む区域」を設定 

●都市機能誘導区域 

●公共交通利用圏 

 ・鉄軌道駅半径500m圏、バス路線(主要幹線軸､幹線軸※に係るもの)沿線300m圏(標高５０ｍ以上の高台

地区は100m圏) 

●良好な居住環境が形成・保全される区域 

 ・土地区画整理事業、住宅市街地総合整備事業、又は開発許可による開発・整備区域であって、５ｈａ   

以上の住宅系地区計画が定められた区域 

ＳＴＥＰ２：居住誘導区域に「含まない区域」を設定 

●市街化調整区域など 

 ・市街化調整区域、農地、保安林の区域 など 

●災害発生の恐れのある区域 

 ・土砂災害特別警戒区域、土砂災害警戒区域 など 

●法令・条例により住宅の建築が制限されている区域 

 ・工業専用地域、地区計画（住宅の建築が制限されているもの 。「都市機能誘導区域」は除く）、      

臨港地区（住宅の建築が制限されているもの）、特別用途地区（特別工業地区） 

●宅地造成工事規制区域（「良好な居住環境が形成・保全される区域」は除く） 

●工業地域のうち工業専用地域又は臨港地区と隣接し、かつ、一体的な土地利用がなされて

いる区域 

居住誘導区域の確定 

※主要幹線軸：概ね10分に1本以上の頻度で公共交通機関

が運行する交通軸 

幹 線 軸：概ね30分に1本以上の頻度で公共交通機関

が運行する交通軸 

ＳＴＥＰ３：目標値の設定 

居住誘導区域の設定フロー 

６ 居住誘導区域 
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